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 「お住まいの塗り替えにお役に立つ情報を毎月発信しています！」 

    ニュースレター 

     おまかせください！！ 

      ２０１４．第 ７５ 号   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお読みいただきありがとうござい

ます。三商事(さんしょうじ)の上神谷(かみ

かべや)です。 

 

今回のお正月、僕は「中学の時の同窓会」

というものに出席しました。卒業してから

もう３３年くらい経ちます。 

 

僕らの学年には２００名強の生徒がいた

わけですが、そのうち６０名位が集まりま

した。結構な人数だと思いました。 

 

今でも付き合いのあるのは、その中で一

人二人なので、あとはほとんど３３年ぶり

に会うということになります。 

 

でも、基本的にみんな変わっていません

でした。中には「あれ誰？」なんて人も一

人二人いましたが・・・。その方ごめんな

さい・・・。 

 

皆それぞれ、生活や仕事、家庭を持ち・・・

当たり前と言えば当たり前なのですが、そ

れがとても不思議に思いました。 

３３年と一口に言っても長い年月ですよ

ね。今、住んでいるところも人それぞれ。

都内の人もいれば地方に・・・という人も

いました。中には、仕事で今は海外にいて、

お正月休みで帰ってきていて、この会が終

わった直後、その足で成田へ・・・なんて

いう人も。 

 

僕は、こんなでも中学３年の時は学級委

員をやっていたので、他のクラスの生徒と

も結構交流はありました。 

 

それと小学校からそのままほとんどの生

徒が中学校へ行っていること、なおかつそ

もそもの人数が少ない事もあり、僕はほと

んどの生徒の顔と名前が当時から一致して

いました。だから、この会の時も顔と名前

が一致しないという人はいませんでしたね。 

 

僕のことをわからなかった・・・という

人もほとんどいなかったのが、ホッとしま

した。皆わかってくれてて良かった・・・。 

 

とにかく、一次会は皆しゃべるしゃべ

る・・・。懐かしさとお酒の酔いのせいで

本当に楽しそうにみんな話していましたね。 

 

僕は・・・というと潰瘍性大腸炎なので、

お酒は一口も飲めませんでしたが、皆に、

「元気～！」なんていながら注いで回って

いました。（実は、お正月は調子良かったん
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で、飲めるかな・・・？とも思ったのです

が、やっぱり大事をとってやめました) 

お酒は飲めない席でしたが、とても楽し

い時間でしたね。 

 

午後の１時半から始まった同窓会も、ア

ッと言う間に予定を過ぎて、４時半か５時

ころでしたでしょうか？終わったのは・・・。 

 

「二次会に行く方は、下で待っていてく

ださい。行ける方は・・・？」 

 

なんと帰ったのは、わずか１０人ほど。

５０名近くが残り、大所帯で二次会へ突入

です。 

 

男性にしろ、女性にしろ、普段は仕事が

あり、生活があり、それぞれ大変だと思い

ます。ですから、その分、皆ここぞとばか

りに羽を伸ばして・・・っていう感じでし

たね。もちろん僕も参加です。飲めないけ

れど・・・。 

 

二次会はやっぱりカラオケでした。しか

し、みんなあんなに一次会で頑張ったのに、

そのパワーは衰えず、飲んだり食べたりし

ゃべったり歌ったり・・。 

 

でも、カラオケって最初に歌う人ってな

かなか出てこないですよね。少人数の部屋

じゃないし、気恥しさもあったり、もっと

時間がたってお酒もある程度入らない

と・・・という感じなんでしょうね。 

 

なので、僕が最初に歌いました。僕は、

お酒が入らなくても人前で歌えます。昔、

そういう仕事をしていた事がありまし

て・・・。 

 

そのあとも歌う人もちらほらいましたが、

結局、僕がほとんど歌ってしまして・・・。

なにしろ飲めないですから、歌うことくら

いしか・・・。 

結局、２０曲近く歌い、喉がつぶれてし

まいましたけど・・・。延長、延長で盛り

上がっていた二次会も終わり、ここからは

それぞれ帰路についたり、行きたい所へと

別れていきました。 

 

午後９時ごろでしたでしょうか・・・寒

い寒い夜でしたが、皆、とても満足そうで

した。僕も喉は痛かったですが、とても満

足できた同窓会でした。 

 

これだけの人数を集めていただいた幹事

さんに本当に感謝ですよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お世話になっております。 

長坂利昭です。 

今号もお読み頂きありがとうございます。 

 

■生活がワンパターン・・・ 

 

 昨年来、何度か書かせて頂いております

が、７月に次女が産まれてからというもの、

益々、子供中心の生活を送っています。 

 

 日頃、仕事が終わって帰宅後から翌朝の

出勤までは、妻に替わり次女の世話。夜も

妻と長女とは別の部屋に寝て、面倒を見て

います。 

 

 休日も、長女の幼稚園行事や妻が出掛け
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る用事のある日に合わせて取っているので、

基本的には一日中、次女の世話・・・。 

 まぁ、育児が嫌なわけでもないですし、

世間の多くのママさん達は私以上のことを

しているわけですから、不満はないのです

が、ただ・・・。 

 

 このニュースレターや私のブログにしろ、

書き手としては「○○に行ってきました」

や「休みに○○しました」という話題があ

ると非常に助かります。 

 

しかし、この半年、いや妊娠中からもそ

うだったことを考えると、ここ一年の間、

「ネタ欠乏症」に陥っております・・・。 

 

■なので・・・ 

 

 今号の記事は、プライベートではなく、

私の仕事のお話しを。 

 

 塗装工事を営んでいくには、「塗装技術を

持った職人」がいる事がもちろん大前提。

しかし、職人だけの集まりでは、先行かな

いのが、今のご時世です。 

 

 特に当店のような下請工事をしていない、

いわゆるエンドユーザー様から直接お仕事

をいただいて成り立っている業者であれば、

なおさら必要となってくるのが、お客様に

対しての窓口、簡単に言ってしまえば、営

業的な役割を担った人物が必要となります。 

 

 そんな理由から、私は、作業に従事する

側ではなく（足場設置・解体の際は手伝う

こともありますが）、お客様とのやり取りを

中心にお仕事をさせていただいております。 

 

 このニュースレターをはじめとした広告

類の作成、配布。お見積り依頼への対応。

ご契約をいただいたお客様に対しては、

色々とお打ち合わせや工事開始前にご近隣

のお宅へ挨拶をしに回ったり・・・。 

 そんな私の仕事道具（？）の一つ。 

 

こちらのノート。 

見積り作成の為、現

調（家の状況を見た

り、寸法を測りに伺

う事）の際に持って

いくノートです。 

 

 

現調の際に、測れる場所はひと通り測り、

事務所に戻り、積算をしていきます。 

 

積算は、現調で得られた情報を基に、手

書きで簡単な絵を描き、塗装をする場所の

㎡数などを出していきます。 

 

自分でも、もう少し大雑把に積算しても

いいのかなと思う時がありますが、私の性

格上、細かい部分まで計算をしないと気が

すまないもので、没頭してしまう事がしょ

っちゅう・・・。でもその分、作成した見

積りには自信を持っております。 

 

２０１０年９月からこの仕事をさせてい

ただいておりますので、間もなく３年半が

経ちますが、このノートは３冊目が終わろ

うとしています。 

 

お見積りした件数を数えてみると、総数

１００件強！もちろん、お見積りだけのご

縁となってしまったお客様もいらっしゃい

ますが、これだけ多くのお客様のお宅を見

積ることが出来るのは、有難いお話です。 

 

 今後、１０冊２０冊とこのノートが増え

ていくようにしたいと思っています。 
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■暦の上では春だけど・・・ 

 

 大雪の記憶がまだ新しく、寒い日が続い

ておりますが、来月になれば、春の陽気も

増えてくることでしょう。 

 

 暖かくなれば、外に出る機会も増え、ご

自宅を外から見ることも多くなるかと思い

ます。「外壁塗装をお願いしようかな」と、

思われる方々が増える季節でもあります。 

 

 「○月までに工事をしたい」「○月中に工

事をしたい」などの、ご希望があるようで

したら、早めにご相談ください。 

 

・・・と書いてはおりますが、現状、ご

予約が６月くらいまで入っておりまして、

これからすぐのご契約をいただきましても、

工事は６月以降となってしまいます。誠に

申し訳ございませんがご容赦くださいませ。 

 

■塗装工事のご予定が決まったら・・・ 

 

 春となれば、心もウキウキ。あれしてみ

よう、これしてみようと気分が高まります。

ご自宅の敷地内で花や野菜を育ててみよう

と準備をされる方もいらっしゃるでしょう。 

 

 ただ、塗装工事を計画の方はご注意を！ 

 

 塗装工事中はご自宅の周囲に足場が建ち

ます。パイプを建てない場所も、塗料が地

面に落ちないようブルーシートを敷きます。 

当然ですが、作業のため、頻繁に行き来も

します。 

 

 そうなると家の周囲にある植物に対して、

影響はまちまちですが、傷めてしまうこと

になります。 

 

 

 鉢植えであれば作業に支障のない場所へ

移すことが出来ますが、地面に植えてある

物を別の場所に植え直すとなると、それは

それで大変なことに・・・。 

 

 そんな理由から、業者側の意見としては

「植えるはちょっとお待ちください」とな

ります。私どもも、きれいな花、順調に育

っている野菜、お客様の大切にされている

植物を踏み荒したくないものですから・・・。 

 

 合わせて・・・もし、そのような大切な

植物が植えられているようでしたら、工事

開始前にお伝えください。「可能な範囲で」

となってしまいますが、出来るだけの配慮

をし、作業を進めて参りますので、宜しく

お願い致します。 

 

■今更ですが・・・ 

 

 ２０１４年最初のニュースレターいかが

でしたでしょうか？そうなんです。結局、

１月には発行出来ず、今号が今年の一発目。 

 

 ご挨拶が大変遅くなりまして、申し訳ご

ざいませんが・・・ 

 

 今年もどうぞ宜しくお願い致します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

発行者  上神谷裕治（かみかべやゆうじ） 

記事  上神谷裕治、長坂利昭 

住所  府中市紅葉丘１－１－１５ 

TEL、FAX ０４２－３６５－１４０２ 

または ０９０－１５０４－８８３３ 
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ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.sanshouzi.com/  

ブログ   http://sansyouzi.blog73.fc2.com/ 

http://sansyouzi.seesaa.net/ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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